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[目的及び背景] 

 近年、シイタケの原木栽培を取り巻く環境は、安価な輸入シイタケの増大による市況の低迷や、菌床栽培の普及による競争の激化、生
産者の高齢化や原木価格の高騰など厳しさを増している。このような中で原木シイタケが生き残る一つの方策として、含水率が低く、大
型・肉厚で付加価値が高いものを生産することが考えられる。そこで、そのような高品質な原木シイタケの作り方について検討を行った。 

[成果内容] 

 １．扇風機で風を当て生育させたシイタケは、無処理に比べ含水率が低下し、市場性が高いものが生産できた（図－１）。 

 ２．植菌数が多いほだ木（多植栽培）は植菌１年目から発生が始まり、樹皮の厚さの影響をあまり受けず、大型で肉厚なシイタケを多量
に生産できた（図－２）。 

 ３．ほだ木１本当りの子実体着生数を摘芽により人為的に少なくした結果、残した子実体は非常に大型になった（図－３）。 

[留意事項] 

 １．扇風機の効果は湿度等の影響を受けるため、生育中の湿度とどのような子実体を生産したいのかという点から、扇風機との距離及
び処理時間を決めるのが良い。 

 ２．多植栽培は従来よりも種菌代、植菌手間がかかるため、導入に当たっては長所、短所を十分考える必要がある。 

 ３．ほだ木材積や使用回数、品種、目標とする大きさなどにより、摘芽数は変わってくる。また、摘芽を強くすると全体の収量が減少す
る。 

[普及対象地域] 

 県下全域の原木シイタケ生産者 

[行政上の措置] 

 高品質な原木シイタケのＰＲ及び販売ルートの整備を推進する。 

[普及状況] 

[成果の概要] 
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 課題名：含水率が低く高品質な原木シイタケのつくり方 

[要約] 

 湿度が高い時期、生育中のシイタケに扇風機で風を当てることにより、含水率が低い高品質なものを生産でき
る。また、植菌数を多くする多植栽培や着生数を摘芽で人為的に少なくすることにより、大型で肉厚なものを多量
に生産できる。 
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